
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和4年６月１７日  

府中市立府中第九中学校  

      校長 吉田  修  

         Ｎｏ.４  

～いじめのない学校「差別や偏見のない社会へ」～ 
 

                                      校長 吉田  修 

 
1学期の大きな行事である運動会、期末考査を終えて1か月後には夏休みです。今学期

を振り返る時期になってきました。皆さんにとって学校生活は満足のいくものだったでし

ょうか。人との関わりを通して成長できたことがありましたか。人との関わりを通して多

くの考えを知り受容する態度は育まれましたか。自分の考えていることを上手に相手に伝

え、お互いの考えを理解できる関係を築くことができましたか。学校は多くの異なる考え

をもっている人が集まっている集団です。互いの良さを認め尊重することが大切になって

きます。 

6 月は「ふれあい月間」です。いじめや嫌がらせなどが学校で起こらずに友達と良好な

関係を保ち学校生活を送ることができているか確認することが大切です。「いじめ」は人権

侵害に当たることも多く、犯罪と扱われることもあります。いじめが起きたとき「いじめ

をする側」はもちろん、「いじめだと知りながら見ている側」もその責任は重いものです。

学校は「いじめ」を絶対に許しません。 

 そして「いじめ」を起こさないために大切なことは、人権意識を高めることです。人権

意識の高い人は、徳も高い人と言えます。 

 九中での一つの例を紹介します。 

「学校の前を通りかかったお年寄りから、『九中の生徒さんが優しくしてくれました。あ

りがとうございます。』とお礼を言われました。」と近隣の方が伝えてくれました。足腰が

弱くなったお年寄りが、学校の前を歩いているときに、「おばあさん、大丈夫ですか？」と

声をかけてくれた生徒がいたようです。また学校近くで迷子になった子どものお母さんを

探し、お母さんのもとに届けてくれた生徒もいました。見ず知らずの人に対して、思いや

りのある温かな行動を取ってくれた人がいたことを嬉しく思い、感謝しています。 

人権の問題は、相手に対する思いやりの問題であると思います。相手の立場、特に困っ

ている人や弱い人の立場に立って、できるだけ多くの人が考え、行動することが問題を解

決するための鍵になると考えます。人権の問題は、たくさんあります。高齢者の問題のほ

かにも、女性、子供、障害者、同和、アイヌの人々、外国人、HIV 感染者やハンセン病患

者等、犯罪被害者やその家族、インターネットによる人権侵害、北朝鮮による拉致問題、

災害に伴う人権問題、ハラスメント、性自認・性的指向、路上生活者、その他様々な課題

…。それぞれの人権課題について、自分には関係ないと思わずに、どんな差別や偏見があ

るのかしっかり学ぶこと、正しく知ることが大切です。 

ローマ・カトリック教会のトップ、フランシスコ教皇が来日されたときの話です。都内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 24 日に個人の部、5 月２８日に団体の部の運動会を初夏の日差しに恵まれる中、

無事に終えることができました。今回はたくさんの新記録も生まれました。 

学年総合優勝    １年 Ｂ組   ２年 Ｃ組   ３年 Ａ組 

    新記録達成種目    ボール投げ     2 年Ｄ組 女子（7m71cm） 

                １００ｍ走       １年Ｃ組 女子（15秒 51） 

                          １年Ｄ組 男子（13秒 02） 

                ８００ｍ走      １年Ａ組 女子（2分 46秒 71） 

                          2 年Ｃ組 女子（2分 56秒 46） 

                          3 年Ｄ組 女子（2分 39秒 87） 

                ５０ｍハードル  １年Ｃ組 男子（8秒 61） 

                縄跳び走     2 年Ａ組 女子（8秒 12） 

                         2 年Ｂ組 男子（8秒 02） 

                         3 年Ａ組 男子（7秒 66） 

                 学級対抗リレー  1 年 D組 男子（57秒 10） 

                         2 年 A 組 男子（53秒 27） 

                         3 年 A 組 女子（1分 0秒 02） 

                         3 年 B組 男子（1分 47秒 49） 

 

 

 

 

 

 

の聖マリア大聖堂で開かれた「青年との集い」に参加されました。その集いでは、３人の

青年がスピーチをしましたが、３人目のカチュエラ・レオナルドさんのスピーチの内容は

「いじめについて」でした。小学４年生のときフィリピンから日本に移住してきたレオナ

ルドさんは、小中学時代にいじめに遭った経験を話し、「差別やいじめの問題にどのように

向き合っていったらよいのでしょうか」とローマ教皇へ質問をしました。 

フランシスコ教皇は、「いじめる側こそ、本当は弱虫です。他者を傷つけることで、自分

のアイデンティティーを肯定できると考えるからです。」と指摘し、その上でいじめに対し

ては、友人や仲間同士で力を合わせて「絶対ダメ」「それは間違っている」と言うことが必

要で、「いじめに対して最良の薬は、皆さんたち自身です。」と伝えてくれました。「ふれあ

い月間」の機会に、今一度「いじめ」について、「差別や偏見」について、一人一人がしっ

かりと向き合う時間を作ってほしいと思います。 

最後にローマ教皇のメッセージをもう一つ紹介しましょう。 

「友情を育み、他の人が抱える不安に関心を寄せ、異なる経験や見方を尊重することが、

どれほど大切でしょうか。」 

 
 

～ 運 動 会 ～ 

 

クラブ活動表彰    おめでとうございます 

 ・バトミントン   調布・狛江・府中地区選手権大会   女子団体 第三位                

女子シングルス 第二位 

 ・剣道       第 9 ブロック中学校 

夏季剣道シード権大会(個人)   女子     第三位 

 

 

 

 


